
千島火山帯過去の巨大噴火の要因か
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地
震
波
の
解
析
で
推
定
し
た
ロ
シ
ア
・
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ

半
島
付
近
の
マ
ン
ト
ル
構
造
。
沈
み
込
ん
だ
太
平
洋
プ

レ
ー
ト
（
ス
ラ
ブ
）
に
穴
が
開
い
て
い
る
（
豊
国
源
知

・
東
北
大
助
教
提
供
）
■

ン
ト
ル
の
構
造
を
高
い
精
度
で

推
定
し
た
成
果
と
し
て
発
表
し

た
。
論
文
は
米
地
球
物
理
学
連

合
（
A
G
U
）
の
専
門
誌
に
掲

載
さ
れ
た
。

千
島
火
山
帯
の
北
端
に
当
た

る
ロ
シ
ア
・
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半

島
南
部
で
は
、
紀
元
前
6
4
4

0
年
ご
ろ
に
巨
大
噴
火
が
あ

り
、
火
口
が
ク
リ
ル
湖
と
し
て

残
っ
た
。
豊
国
助
教
は
「
火
山

の
下
に
プ
レ
ー
ト
の
穴
が
存
在

し
、
マ
ン
ト
ル
の
熱
い
上
昇
流

が
発
達
し
て
い
る
構
造
は
東
南

ア
ジ
ア
な
ど
で
も
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
巨
大
噴
火
を
説
明
す
る

新
し
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
な
り
得

る
の
で
は
な
い
か
」
と
説
明
し

て
い
る
。
地
震
波
は
、
低
温
で
硬
い
岩

石
で
は
速
く
、
高
温
で
軟
ら
か

い
岩
石
で
は
遅
く
伝
わ
る
。
こ

の
た
め
、
地
震
波
が
伝
わ
る
速

さ
を
解
析
す
る
と
マ
ン
ト
ル
の

構
造
が
分
か
り
、
速
さ
の
向
き

に
よ
る
違
い
か
ら
マ
ン
ト
ル
の

流
れ
を
可
視
化
で
き
る
。

太
平
洋
プ
レ
ー
ト
は
千
島
海

溝
と
日
本
海
溝
、
伊
豆
・
小
笠

原
海
溝
で
マ
ン
ト
ル
に
沈
み
込

み
、
ス
ラ
ブ
と
呼
ば
れ
る
。
折

れ
曲
が
っ
て
一
部
が
割
れ
た

り
、
裂
け
た
り
し
て
穴
が
開
く

と
み
ら
れ
る
。
伊
豆
・
小
笠
原

海
溝
で
は
、
ス
ラ
ブ
が
下
部
マ

ン
ト
ル
ま
で
断
続
的
に
沈
み
込

ん
で
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。


